
定期本部大会を開催し、第9期がスタートしました定期本部大会を開催し、第9期がスタートしました!!

第 1 号議案　「監査報告の件」
第 2 号議案　「第8期（2020年度）活動報告に関する件」
第 3 号議案　「第８期（2020年度）決算および剰余金処分(案)に関する件」
第 4 号議案　「第9期（2021年度）運動方針(案)に関する件」
第 5 号議案　「第9期（2021年度）予算(案)に関する件」
第 6 号議案　「組合規約の改訂(案)に関する件」
第 7 号議案　「組合規約改訂の承認に関する券」
第 8 号議案　「IMGUマスコットキャラクター(案)に関する件」
第 9 号議案　「本部評議員の互選に関する件」
第10号議案　「選挙管理委員の指名に関する件」

P11 三越伊勢丹支部・北海道統括支部

P12 仙台三越支部・新潟三越伊勢丹支部
静岡伊勢丹支部・名古屋三越支部・広島三越支部

P13 高松三越支部・松山三越支部・岩田屋三越支部
エムアイフードスタイル支部

P14
エムアイカード支部・IMBS支部・IMPD支部
IMS支部・IMH支部・MINT支部
関連グループ支部Ⅰ・関連グループ支部Ⅱ

P15 監査役員・上部団体派遣員

P16 組合事務所・スタッフ紹介

労働組合の会議体のうち、最高の議決機関で、各
支部（グループ企業ごとの組合組織）の組合員の代
表（本部大会代議員）が集まり、本部の方針、決算、
予算、労働組合のルール（組合規約）の改訂などにつ
いて、話し合って決定するうさ！
大会の中で本部役員を選出する選挙も一緒に行

われるうさね！
定期大会は毎年10月初旬に開催していて、そこ

から１年間の新しい活動がスタートするうさよ～
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定期本部大会とは?

定期本部大会を開催し、第9期がスタートしました!
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 定期本部大会
特別号

10月7日に本年も定期本部大会を各地域よりリモートで開催し、IMGUの第9期の本支部運動方針ならび
に予算を審議決定しました。
また、大会中に本部大会選挙区の選挙も実施し、本部役員が選出されました。大会特別号では、本部定期
大会の内容と選出された本・支部役員を紹介します。

教えて！イングちゃん

今年も
リモートでの開催
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第９期 本部運動方針の考え方と重点政策

定期本部大会では、第9期運動方針の考え方と、3つの重点政策について
説明があったうさよ
運動方針の考え方を中心に、教わった内容をイングちゃんが解説するうさね💪

ALLメンバー

◆第9期運動方針の考え方◆　※議案書より抜粋

各々の立場・役割で全員が参加し関わっていく。スタンスは、みんなで前向きに楽しく!
メンバーとの直接対話を継続・強化していきます。執行部の発信に対してコンスタントに意見集約ができる体制
を目指します。

・�組合活動は組合役員だけでするものではありません。基本的には全員が組合員であり、全員で取り組むものです。
・�企業業績を踏まえた賞与交渉など、厳しい状況であることは確かですが、スタンスはみんなで前向きに楽しく!やっていきたいで
すね!そもそも組合活動って楽しいものですよ!

・�職場でみんなが困っていることを改善する!危険な場所・不衛生な場所を無くす!なども組合活動であり、目に見える関わりやすい
部分から全員で改善・向上する活動に全員で取り組んでいかれるようにしていきます。

・�人事制度、経営方針など日常的には意識しないことですが、無関心であっても自分自身と無関係ではいられないのです。全員で参
加して、組合活動を盛り上げていきましょう!

・�各支部（各社）ごとに状況もメンバーのニーズも異なります。なので、自分たちが目指すところを明確にしてみんなで一丸となって
取り組んでいくことが重要です。

・�2010年のIMGU結成時から、本部発信をもとに各支部の取り組みを標準化することを目指してきました。その取り組みにより、
各支部で労使通年協議が行われ、メンバーズVOICEが行われることも普通のこととなりました。

・�これからは、本部やHDSからの方針に基づいて横並び…ではなく、各支部のメンバー全員が主体的に取り組んでいくことがとて
も重要になってきます。みんなで「あるべき姿」を描き、そのためにはどんな優先順位で、どのようなスケジュール感で、何に取
り組んでいくか?をみんなで考えられるようにしていきましょう!

・�現場の組合役員でも、専従執行部でも、組合役員みんな同じことを言っていたら、「これが組合の考えか!」というのは今まで以上
に分かるようになると思いますし、自分の意見も伝えられて納得度も高まりますよね?

・�全員参加!主体的に!と上の方に書かれていますが、そのためには「組合執行部はこう考えている!なぜならこうだから!」という情
報がないと個々人で考えることは難しいので、組合の発信力を高めていきます!

・�直接接点がない人が言っていることよりも、身近にいる知っている人が言っていることのほうが影響力が大きいですよね。なので、
今まで以上に、現場にいる組合役員が様々な情報・考えを発信できるようにしていきます!

支部労使協議の充実
自分たちで労働条件のあるべき姿を策定し、実現に向けて主体的に取り組む!
組織のカルチャーを変えグループ指針への反応的労使協議から、各支部のあるべき姿を基にした支部最適主体
的労使協議を目指します。本部によるサポート体制強化と、各支部執行部の「あるべき姿を描く力・問題解決す
る力」の向上を図ります。

発信力を高める
普段身近な兼任役員の影響力は大きい。兼任も専従も同じレベルであるべき姿を語る!
身近にいる兼任役員があるべき姿を語り、組合員一人ひとりが主体的に考えられる体制をステップ感を持って
目指します。

それ、安全衛生
委員会と職場懇話会で
言ってみよ～うさ

また評価についての説明が
なくて納得できないうさよ～
これも伝えてみるうさかな～

役員

トイレが古いし
汚ないし、
イヤうさよ

うちの支部では
所定労働時間を
短縮したいうさよ

今のままでは苦しいかも
だけど、でも所定労働
時間を短縮したいうさよ

そっか !
削減はうれしいけど、業務改

善どう考えるのか
聞いてみよ～うさ !

う～ん、急に意見って
言われても…なんか

違うな～そうじゃないな～
とは思うんだけどうさ

それは組合の言ってる
ことも分かるけど、
この着眼点が欠けてる

かもうさね

主体的って、
ガツガツ発言する !
みたいな積極的とは
また違ううさね

考えるための情報が
重要うさ !

メンバー

専従役員 兼任役員
メンバー

反応的 主体的

メンバー

2IMGU メッセージ 第 9 期 定期本部大会特別号



労働条件なんてイイ方がいいに決まってるし、すぐにでも実現したいけど、
会社の業績とか将来を考えると何も言えなくなってしまううさね…
だから、どうなったらいいのか? その優先順位は? いつからやる?みたいなことを
よ～く考えて交渉するために「労働条件ロードマップ」が必要になるうさね　 !

重点政策を含む分野別の活動計画は定期本部大会議案書に
掲載されているうさよ　　各支部の方針もあるうさよ

①
労働福祉活動

· �社内外の背景や要請を踏まえた、グループ労使協議取り組みの方向性を示していきます。
· �注力する協議項目は、第一に今年度の業績を踏まえた「賞与交渉」です。今年度の賞与交渉は非常に大きな意味を持
ちます。
· �各支部がより主体的に支部労使協議を推進する体制の構築およびサポート体制の実現を目指します。
　具体的には本部として労働条件のグループ指針を示し、各支部が自社の労働条件における中長期のあるべき姿を描き、
　実現するための「労働条件ロードマップ」を策定することで、納得性ある労使協議を目指します。

②
経営対策活動

· �好循環のサイクルを生み出せる経営のチェック機能・パイプ機能の更なる強化が必要です。
· �具体的には、前期までおこなってきた経営懇話会のあるべき姿の明確化や言語化を踏まえ、その実現や定着に向けた
　各支部への継続的なチェックとサポートをおこないます。
· �また、「現場活動と連携した経営対策活動」の実現に向けて重要となる、各支部における職場懇話会について、ある
べき姿・目指すべき姿を明確化するとともにその定着に向けたチェックとサポートをおこないます。

③
現場活動

· �メンバーは日々の疑問や改善などの課題感を組合役員につなぐこと、また執行部に対し意見を伝えることが求められ
ます。
· �そのためには、メンバーが身近な組合役員から日常的に組合の考えや活動を聞き、考える環境があることが必要です。
　�執行委員は専従・兼任の違いなく、活動全般に対する「あるべき姿」を描き、日々メンバーに伝える（発信する）ことが
重要です。

· �結果として、一人ひとりが自分の立場や役割で、自分たちの労働条件や労働環境について考え、行動することに繋が
ります。
· �全員参加のサイクルを回せるように、本部として具体的な取り組みのステップ感などを提示していきます。

④
広報活動

· �組合HPの抜本的見直しにを実施。対外向け・内部向け共に見やすく、内容を拡充する。Twitter含め対外広報は更に
強化。
· �LINE、デジタルサイネージはHPへの流入ツールと位置づけ、興味がわく内容を簡潔に発信。
· �HPへのアクセスよりも垣根が低いYammerへの投稿をカジュアル×高頻度で実施、組合の発信力を強化。

⑤
ダイバーシティ

推進

· �幅広くダイバーシティ推進の考え方や行動基準を策定、広くメンバーに発信することで職場風土の改善に繋げる。
· �介護や疾病など顕在化しづらい課題を抱えるメンバーのため、相談会や相談窓口の明確化、組合役員のｽｷﾙｱｯﾌﾟに取
り組む。
· �人事制度との連携や性別・障がい・国籍など新たな分野の研究に着手するため、意識調査等メンバーの課題の把握に取
り組む。

⑥
社会貢献活動

· �経済的支援や人的・物的支援について、対処すべき課題と定め、支援団体や活動を検討、SDGsを切り口に発信。
· �東北支援の取組みは、経済的復興や現地との交流を通じた防災意識の醸成、社会貢献活動参加のきっかけとして取り
組む。
· �愛の募金活動はキャッシュレス募金を参加手段の選択肢の一つとし、メンバーに参画する機会の拡充に取り組む。

⑦
教育サポート活動

· �キャリアプランは前期をふまえ40歳・50歳、55歳以上の移行対象者に実施し、世代や雇用形態など対象の拡大に
も取り組む。
· �ライフプランは初年度①マネー、②デジタルコミュニケーション、③SDGsの3つの切り口でカリキュラムを導入
する。
· �自己啓発支援制度はより利用者の拡大につながる制度や告知の方法、効率的な申請・受付方法へと見直しに取り組む。

⑧
政策・政治活動

· �労使で解決できない国や地域に関わる職場課題に対し、政策政治活動を通じて解決に取り組む。
· �2022年に改選となる"かわいたかのり"議員の支援活動を主体的に推進する。
· �政治政策活動の必要性を自然に感じられる取り組みを⾏ない、メンバーの理解促進、定着を進める。

⑨
組織政策・
人財育成

· �体系化した教育の継続化と更なるブラッシュアップ、IMGUの人材像やあるべき姿を見据えたプログラムの企画立案
を実施。
· �専従を中心とした教育カリキュラムの実施に加え、現場兼任役員を含めた各支部内の人材育成のOJTサポート、フォ
ローアップ、入り込みなど、現状の課題を踏まえた上で担当としての関わり方・取り組みを議論、検討する。

◆第9期運動方針における重点政策◆　※議案書よりポイントを抜粋

◆第9期における分野別活動計画◆　※議案書より重点政策①〜③を除くポイントを抜粋

第９期における本部分野別活動計画
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本部定期大会では、第8期（2020年10月〜2021年9月）の活動の振り返りが報告されました。
イングちゃんと一緒に第8期に立てた活動の計画と、取組みの結果（良かった点・課題の残ったポイ
ント）について振り返るうさよ

・�グループの置かれた状況は依然厳しく、更には活動が制限される中で、前期より深化したデジタル活用、メンバー接点の
あり方の見直しに対応し、スピードを持った取り組みを進めることができました。

・�また、本部として各種取り組みガイドラインや指針・モデルプランの提示など、発信を行いました。
・�一方で、発信内容の具現化に向けたサポート体制や、各支部が主体性を持てる体制には課題が残りました。

経営対策活動・労働福祉活動・現場活動・広報活動・役員人財の育成を重点に活動しました。

①	経営対策活動　〜私たちの労働条件に基となる企業の経営のチェックとサポートの取組み〜

②	労働福祉活動　〜賃金や人事制度、働く環境の整備など、私たちの労働条件を整備する活動〜

③	現場活動　〜メンバーから日頃寄せられる職場の課題を解決する活動〜

④	広報活動　〜私たちの活動を広くメンバーに知ってもらうための活動〜

⑤	組合役員人財の育成　〜日頃の組合活動を中心として推進する人財育成の取組み〜

・�グループや各社の⽣残りのための取組みに対して、VOICEを通
じたチェックとサポートの取組み

・�	企業や事業の構造改⾰に対する本・⽀部連携のもと「守るべき労
働条件」をふまえた意思決定

➡
・�	構造改革や事業存続について、経営判断の経緯、進捗等を確認し
会社への具体的な要望・提言、支部との連携ができた。

・�各支部に対して経営情報の共有など、チェック機能に関する本部
サポートを始めたが支部によるばらつきが残る。

重点ポイント 重点ポイントの振り返り

・�未曾有の環境変化を受けて企業の存続と雇⽤を最⼤限確保するた
めのリスクシナリオの検討と対応

・�やりがい・働きがいの向上にむけたグループ労使協議（⼈事・賃⾦
制度、働き方改⾰）の取組み

➡
・�	社内外で関心の高い事項（短時間社員・出戻り再雇用・在宅勤務）に
ついてグループとしてのガイドラインを策定した。

・�ガイドライン策定済みの部分についても、各支部への落とし込み
などはこれからであり、具体的なサポートが必要。

・�	兼任役員を軸に職場の環境改善や課題解決する体制の確⽴
・�	労使協議上の対象者の意⾒の吸い上げと労使協議への反映
・�	メンバーへの情報発信を増やし、意⾒を集約する機会の充実 ➡

・�	メンバーの声をタイムリーに集めることはできてきているが、改
善のサイクル化までには至っていない。

・�	動画での情報発信、formsでの意見集約が軌道に乗ってきている。
一方で、動画発信ができていない支部もある。

・�	HPを内容と運⽤の両⾯で⾒直し、メンバーが欲しい情報を入⼿
することのできる環境整備

・�	LINE 公式アカウントの本・⽀部が連携した活⽤によるタイム
リーな情報発信と友だち数拡⼤にむけた取組み

➡
・�	メンバーの分かる部分でのHPの改修には至っていない。
・�	HPの機能（内部向け・外部向け）をもとに改修計画中。
・�	LINEでは支部発信も増え、タイムリーな情報発信はできている。
一方で発信内容への課題は残っている。

・�	組合役員に求められる⼈財像や⾏動規範に基づいた、⼈財育成体
系の整備の継続

・�	役員の経験や職務に応じた教育カリキュラムの稼働 ➡
・�	第7期で構築した教育カリキュラムを実施することができた。ビ
ギナー編のほか、書記長想定のアドバンス編も実施。

・�	スキルチェックシートを活用してキャリア構築に繋げた。
・�	役員人財像に基づく育成プログラムの策定は継続事項。

第８期（2020年度）活動報告

◆第8期の全体振り返り◆

◆第8期の重点ポイントの振り返り◆

　第8期は新型コロナウィルスの影響により、私たちの生活や仕事を取巻く環境にも大きな変化が生じたこと
から、全員参加で「労働組合の活動のあり方」や「私たちの働き方」の変革を成し遂げ、難局を乗り越えること
をテーマにスタートしましたうさ

大きな環境変化を機に、私たち全員で変革を成し遂げよう!
〜直接対話を通じて企業の変革を全員で成し遂げ、難局に挑戦する1年〜

テーマ
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第８期におけるそれぞれの分野別活動を「良かった」「課題の残る」それぞれのポイントで振り返りました。

　　　　良かったポイント 　　　　課題の残るポイント

労働福祉活動

・�	社員ステージA制度の成案化、短時間勤務制度、出戻
り再雇用制度、在宅勤務のグループガイドラインを策定
した。

・�	各支部通年協議の進捗確認、サポートする場を新たに設
けた。

・�	コロナ禍の対応（休業・ワクチン接種時の取扱い）を協議。

・�	関心の高い60歳以降雇用の方向性を示せていない。
・�	支部が主体的に取り組める様なサポート体制が取れて
いない。

・�	労働時間管理（総実含む）について各支部でバラつきが
ある。

・�	職場風土改革に関する取り組みの進捗が遅れている。

経営対策活動

・�	コロナ関連（経営面・営業面）の確認を適宜密に実施。ま
た、決算報告などと併せて、役員やメンバーへ情報共有
を実施した。

・�	経営懇話会活性化に繋がる具体的なフレームなどを提
供した。

・�	構造改革ではメンバーの安心の為に具体的な要望・提言
を実施。

・�	中期経営計画の発表延期に伴い、詳細の確認は今後とな
る。

・�	特に職場懇話会における各支部ルーティン化には課題
が残る。

・�	構造改革について、チェック機能を強化し、各メンバー
が最大限やりきれる体制を改めて構築する必要がある。

◆第８期運動方針における分野別活動の振り返り◆

広報活動

・�	各支部からのLINE発信を強化、情報発信頻度が高まった。
・�	本部広報誌を組合活動や組合役員の周知と位置づけ発
刊した。

・�	各ツール（LINE・サイネージ…）の位置づけを明確化した。
・�	広報活性化のためにキャラクター「イングちゃん」の活
動を開始。

・�	HPについて改修対応に止まり抜本的見直しまでできて
いない。

・�	支部LINE・Yammer発信の頻度・内容など標準化が必要。
・�	サイネージの各拠点への設置と動画コンテンツ化によ
る関心度向上。

・�	動画広報は社会貢献活動、委員長挨拶に止まった。

具体的な
活動紹介

具体的な
活動紹介

具体的な
活動紹介

IMGUメッセージ
2021年度版発刊

労使共催『STOPセクハラ』
防止ポスターのリニューアル

LINE@

『目標管理制度の
適正運用に向けてpart1』

動画配信

組合Twitter

『目標管理制度の
適正運用に向けてpart2』

動画配信

2020年11月
従業員意識調査実施

（回答：12,618人・61.5％）

HDS経営懇話会
定期開催

いつでもどこでも
情報を確認できる!

組合LINEの登録も
お願いします!!
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ダイバーシティ
推進

・�	介護サポート百科の仕事と両立にフォーカスした更新・
発刊に加え、研修むけ動画の作成など、情報提供の土台
を構築した。

・�	オンラインでグループ全社対象の介護個別相談会を実
施した。

・�	支部サポートとして各支部育児VOICEの実施状況を把
握した。

・�	情報提供ツールを整備したものの、その周知には課題が
残る。

・�	ダイバーシティ推進や職場風土改善にむけ、ダイバーシ
ティの考え方の策定に着手したものの、完成や情報発信
には至っていない。

・�	人事制度との連携、新たな領域の研究には至っていない。

社会貢献活動

・�	20年冬の愛の募金活動からキャッシュレスの募金活動
を開始した。

・�	コロナ禍を受けて日本財団のコロナ対策の基金へ寄付
や、首都圏支部対象でフードバンクへの支援品回収・寄
付を実施。

・�	東北復興支援では、石巻とのオンラインイベントに初挑
戦した。

・�	SDGsの視点で活動領域を定めたが、SDGsを切り口
とした発信や絞り込んだ一部の分野での支援活動がで
きなかった。

・�	キャッシュレス募金は多くのメンバーの参画という点
に課題が残った。

・�	取組み内容に関する周知・広報が不足し、浸透していな
い。

具体的な
活動紹介

具体的な
活動紹介

キャッシュレス募金の概要は ➡

『介護と仕事の両立に向けて』
動画配信

『介護の個別相談会』
オンライン・リアル開催実施

『育児と仕事の両立に向けて
〈復職後編〉』動画配信

介護サポート百科
（2021年度版）発刊

『疾病と仕事の両立』
動画配信

『育児と仕事の両立に向けて
〈妊娠～産休・育休編〉』動画配信

愛の募金寄贈先
東京都　守ろう東京・新型コロナ対策医療支援寄付金 600,000
宮城県　新型コロナウイルス感染症対策寄付金 200,000
新潟県　にいがた結プロジェクト~新型コロナウイルス感染症対策応援基金 200,000
愛知県　あいち医療応援基金 200,000
広島県　新型コロナウイルス感染症対策寄付金 200,000
日本赤十字社・令和2年7月豪雨災害義援金 300,000
北海道　エールを北の医療へ 200,000
静岡県　新型コロナウイルスに打ち勝つ静岡県民支え合い基金寄付金 200,000
愛媛県　新型コロナウイルス感染症対策応援寄付金 200,000
香川県　新型コロナウイルス医療対策支援『カンバレさぬき応援寄付』 200,000
福岡県　新型コロナウイルス感染症に関する対策・支援『ふくおかふるさと寄付金』 200,000
令和2年7月豪雨　災害見舞金給付 370,000
日本赤十字社・令和3年2月福島県沖地震災害義援金 300,000
令和3年2月福島県沖地震　災害見舞金給付 800,000
UAゼンセン　ボランタス活動 200,000
令和元年台風15・19号　災害見舞金給付 50,000
合　　　　計 4,420,000
日本盲導犬協会 100,000
日本ユニセフ協会 100,000
日本財団 100,000
合　　　　計 300,000

災
害
支
援
等

本
部
支
援
団
体
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組織政策・
人財育成

・�	組合役員のベース知識となるビギナー編教育を月1回
程度、主に書記長を想定としたアドバンス編を8期で1
回実施した。

・�	教育プログラムの体系化・可視化（チェックリスト作
成）に取り組み、チェックリストに基づいた育成を仕組
み化した。

・�	面談・OJTなどの仕組み化に止まり、各支部の現状に応
じた課題に対しての踏み込みや、フォロー体制には至ら
なかった。

・�	組合人財像に対して、組織のあるべき育成プログラムの
　深掘りや、方向性を踏まえた検討は未着手。

政策・政治
活動

・�	機関会議や各議案書等を通
じて、政策や政治に関する
積極的な情報発信を行い、
執行部における活動への理
解が進んだ。

・�	特にコロナ禍でのカスハラ
や緊急事態時の営業継続要
請など、百貨店に関連する
組織内議員の活動により関
心が高まった。

・�	メンバー向けに、各種広報
ツールを利用した情報発信
を随時実施したものの、全
体への周知、理解向上は不
十分な状況。

・�	かわいたかのり組織内参院
議員の支援活動を行いなが
ら、「政治の生活への影響」
など肌身での理解促進が必
要。

教育サポート
活動

・�	誰でも･いつでも･どこでも参加できる教育を目指しユ
ニオンプランを①入社時②キャリア③ライフ④自己啓
発へ再編の方向性を示した。

・�	①統一カリキュラムを導入、40･50歳キャリア教育は
オンラインで開催した。

・�	ライフ教育をマネーを皮切りに導入に着手し、9月中旬
開始予定。

・�	オンライン教育では、ハードや通信の面での課題が多く
生じた。

・�	55歳以上のキャリア教育移行対象者や雇用形態や年齢
を問わずに参加できる教育カリキュラム開発には課題
が残った。

・�	自己啓発支援の申請は増えたが、利用者は一部に限られ
る。

東北復興支援
オンラインイベント
（エントリ―21名）

『2021年 IMGUメッセージ
3.11特別号』配信

『2020年度寄付・寄贈報告』
動画配信

『かわいたかのり支援号』発刊

具体的な
活動紹介

具体的な
活動紹介

具体的な
活動紹介

キャリアライフプラン
セミナーⅠ

（40才時研修）
75名参加

ユニオンスクール
開催

キャリアライフプラン
セミナーⅡ

（50才時研修）
90名参加

現場活動

・�	メンバーの声をタイムリーに集約できる仕組みをつく
れた。

・�	職場委員会での課題集約はNEWで取り組めた支部も多
い。

・�	デジタルツールでのVOICEなど新しい形式が定着しつ
つある。

・�	VOICEに代わる動画での情報発信が行われ始めた。

・�	兼任役員が「起点・主体」とまではなっていない。
・�	「職場懇話会」でのコンスタントな問題解決に至ってい
ない。

・�	月1報告動画の発信がコンスタントに行われていない
ケースもある。

・�	動画視聴の負担（組合・メンバー双方）を解決する必要が
ある。
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議案に寄せられた質問と意見

退任本部役員紹介

第8期をもって
小菅元生さん（本部副執行委員長）、
宮本真一さん（本部執行委員）の
2名が本部役員を退任しました。

長きにわたり組合活動にご尽力いただき
ありがとうございました。 本部副執行委員長

小菅　元生さん
本部執行委員
宮本　真一さん

岩田屋三越支部　松山　尚平
・�政治活動について力を入れていきたいと思っているが、まわりのメンバーの反応を見ても、政
治に対して関心度が高い方と低い方との差があると感じている。

・�本部のかわい議員の支援等、政治活動の発信について動画配信以外の施策を共有して頂き、今
後の参考にさせてほしい。

北海道統括　書記次長　木村　正男
・�カスタマーハラスメントの対応について、支部でも進めていきたいと思っています。
・�今後対応をおこなっていく上で、グループの具体的な取り組み方針を共有してほしい。
・�また、メンバーへの知識向上のためにはどのように啓発活動等をおこなっていけばよいのか
アドバイスがほしい。

政治政策
について

名古屋三越支部　書記次長　小川　紗也加
・�雇用の確保や、企業の存続は大前提ではあるが、現状の厳しい業績の中でも、総実労働時間
や賞与等、様々な交渉をして行く事をメンバーからも求められていると感じている。

・�各企業の業績や環境が違う中で、組合本部として、賃金や働く環境など、何を重要視しなが
ら交渉していくのか考えがあれば共有してほしい。

労働福祉
について

高松三越支部　書記長　竹本　夏輝
・�第8期は新型コロナの影響等があり、制約が多い中での活動をしてきたが、今後、新型コロ
ナが終息したとしても、以前のようなライフスタイルや活動のスタイルに戻らずに、分野別
活動に関しても変化していくと感じている。

・�第8期は本支部各々が模索しながらデジタルの活用を試みてきたが、IMGU全体としてのデジ
タル活用の感触と、第9期においてのデジタル活用の考え方を教えてほしい。

分野別活動
について

新潟三越伊勢丹支部　書記長　大野　夏希
・�第8期の反省で『チェック機能に関する本部サポートを始めたが、支部によりばらつきが残る
ことと、職場懇話会における各支部ルーティン化に課題が残る』とあり、それを受けて第9期 
の方針では『経営懇話会・職場懇話会について継続的なチェックとサポート』と掲げている。

・�この継続的なチェックとサポートの内容を具体的に教えてほしい。
・�また、各支部で状況も違うことから、より活性化させていくための参考として、各支部の職
場懇話会・経営懇話会がどのように行われているかを共有する機会を作ってほしい。

経営対策活動
について

三越伊勢丹支部　執行委員　森園　能久
・�第9期運動方針の『オールメンバーに発信力に基づく兼任役員を巻き込んだ現場活動』の実現
に向けて、兼任役員と現場活動を体現して行くためには、メンバーからの意見の吸い上げや、
意見に基づいて課題の抽出、解決策の立案など役員全員がレベルアップしなければならない
と考えている。

・�支部の中でも教育の機会を設けているが、ノウハウの蓄積というところは課題があると考え
ていることから、兼任役員に対しての支援をしてほしい。

人材育成
について
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本日は、各事務所・会議室とリモートでのハイブリットでの開催とな

りましたが、皆さん、お忙しい中ご出席を頂きましてありがとうござ

います。大会開催の準備・運営にあたって頂きました本部書記局・各支

部書記局・スタッフの皆さん、感謝申し上げます。

そして、第8期をもってご退任された本部役員、各支部の全ての組

合役員の皆さん、8期の期中で退任された皆さんのこれまでのご貢献

に対してこの場を借りて感謝申し上げたいと思います。

この第8期を振り返ってみると、企業内においても様々な変化があ

りました。

コロナウィルス感染拡大による影響は言うまでもありませんが、当

社グループ内でも、三越伊勢丹不動産の株式譲渡、三越恵比寿店の営

業終了、ソシエ・ワールドの株式譲渡、その他の中小型店の営業終了・事業終了等が生じています。また、今年

の4月には経営体制の変更、それに伴う新たな経営計画の発信などがされています。

また、企業業績に関して、最終利益で2期赤字連続の状態であり、今年度は営業利益ベースでも厳しい状況

にあり、まだまだ先行き不透明な環境下にあると言えます。

このような中で、新たな経営体制の下での経営計画が発信されていますが、企業業績を回復し、当社の新た

な成長軌道に乗せていくには、これらの経営計画をスピーディに実現していくことが必要です。

一方で、こうした変化が大きく、かつそのスピードが速い状況下において、成果を着実に挙げていく為には、

特に「考え方の理解や浸透を図り納得性の高い状態を作ること」「課題が生じた場合に改善するべく健全な議論

ができること」が重要と考えます。現在、経営としても従業員との対話を進めてはいますが、本質的な課題は会

社のラインではなかなか経営に上がりにくいものです。

従って、このような変革期こそ、健全かつ透明性の高い企業経営の実践や従業員の納得性の向上の観点から

労働組合の役割は非常に重要となります。その為に「会社が健全な企業経営の状態にあるかをチェックしていく

こと」「メンバーと会社の方向性を共有しつつ、現場の課題について議論を行っていくこと」「会社との議論に

おいて、課題解決に向けて現場実態を踏まえた議論を深めていくこと」といった活動を従来以上に「ALLメン

バー」で進めていきたいと思います。この「ALLメンバー」の考え方は、メンバーの納得性向上と組合の組織力

強化という点で非常に重要な取組みになります。これまでは、組合の中でも専従役員が中心となって推進して

きましたが、メンバー起点での活動、メンバーの納得性、といった観点からすれば、より身近な役員の皆さん

の参画が必要になります。そして、より多くの役員の皆さんが参画することで、組合の組織力向上、つまり現

場の力となり、変革の推進に向けた力にも繋がるものと思います。

それ以外にも、今期も様々な活動に取組んでいきますが、これらの現場起点での経営対策活動の確立を最重

要課題として注力していきたいと思います。各支部の役員の皆さんには、これまで

も様々な活動に参画頂いておりますが、これまでより0.5歩でも1歩でも、進めて

頂くことがよりよい職場づくり、よりよい会社作りに繋がります。各支部での具体

的な取組みに関してはそれぞれの機関会議等で互いに議論を深め、本支部一丸と

なって実践していきましょう。

活動を進めていくにあたっては、推進役である組合役員が、組合活動へ楽しんで

参画して頂き、少しでも活動の輪を広げて頂きたいと思います。そして、「組合活

動に参加して良かった」「会社に組合があって良かったな」「この会社で働いていて

良かったな」と感じてもらえるメンバーを一人でも増やしていく、そんな一年にし

ていきたいと思います。一年間どうぞよろしくお願いします。本日はありがとうご

ざいました。

菊池本部執行委員長あいさつ
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Ⅱ

三越伊勢丹トランジット直轄分会
伊勢丹会館直轄分会
ワンデイワーク直轄分会

本部執行委員長
菊池　史和
三越伊勢丹支部
副執行委員長

本部副執行委員長
堀之内　和文

本部副執行委員長
濱野　洋一郎 
三越伊勢丹支部
副執行委員長

本部副執行委員長
内田　高史
三越伊勢丹支部
執行委員長

本部副執行委員長
村石　正宏

本部書記次長
川原林　尚子
三越伊勢丹支部
書記長

本部書記次長
小山　満代
エムアイフードスタイル支部
副執行委員長
三越伊勢丹ビジネス・サポート支部
副執行委員長

本部書記長
津田　陽介

本部書記次長
玉谷　謙一朗
北海道統括支部
執行委員長 

磯原　由紀夫
エムアイカード支部
執行委員長
関連グループ支部Ⅰ
執行委員長

五味渕　晴枝
関連グループ支部Ⅰ
書記次長

池上　芽
三越伊勢丹支部
執行委員

田中　昭宏
共済会事務局長

田中　剛
三越伊勢丹プロパティ・
デザイン支部
執行委員長
三越伊勢丹ニッコウトラベル支部
執行委員長
関連グループ支部Ⅱ
執行委員長

濱　周平
三越伊勢丹システム・
ソリューションズ支部
執行委員長

山口　善崇
三越伊勢丹ビジネス・
サポート支部
執行委員長
三越伊勢丹ヒューマン・
ソリューションズ支部
執行委員長

沼　雄大
広島三越支部
執行委員長

廣瀬　亜沙子
高松三越支部
執行委員長

小原　健
松山三越支部
執行委員長

本部副執行委員長
本田　英治
岩田屋三越支部
執行委員長

白井　慶祐
エムアイフードスタイル支部
執行委員長

石井　高広
仙台三越支部
執行委員長

星田　竜介
新潟三越伊勢丹支部
執行委員長

大木　芸子
静岡伊勢丹支部
執行委員長

中村　毅史
三越伊勢丹支部
副執行委員長

林　佳弘
名古屋三越支部
執行委員長

国岡　真哉
三越伊勢丹支部
執行委員

10IMGU メッセージ 第 9 期 定期本部大会特別号 10



本部執行委員長
支部副執行委員長
菊池　史和

本部副執行委員長
支部副執行委員長
濱野　洋一郎

支部執行委員

坂田　明子

支部執行委員

松田　南

支部執行委員

鈴木　順子

支部執行委員

中村　健志

支部書記次長

保利　風太
本部書記次長
支部執行委員長

玉谷　謙一朗

支部執行委員

畔田　隆弘

支部執行委員

川岸　翔
支部執行委員

室井　正美

支部執行委員

西村　優花
支部執行委員

風林　弘紀

支部執行委員

高橋　亜希

本部副執行委員長
支部執行委員長
内田　高史

支部執行委員

森園　能久

支部執行委員

尾崎　美歌

支部執行委員

杉田　基彰
支部執行委員

阪根　尚樹

支部副執行委員長

前田　智昭

支部書記次長

小松　義尚

支部書記次長

奥田　陽美

支部執行委員

名古屋　友里

支部執行委員

遠藤　慶美

支部執行委員

川上　ひろか

支部書記次長

長谷田　皓平

支部執行委員

眞鍋　恵

支部執行委員

石津　南
支部執行委員

染谷　圭祐
支部執行委員

松本　繁

支部執行委員

秋山　隼人
支部執行委員

藤野　宏美
支部執行委員

諸我　敏之
支部執行委員

五十嵐　直
支部執行委員

森元　静一
支部執行委員

小屋敷　透
支部執行委員

太田　達也
支部執行委員

加藤　大征
支部執行委員

井上　亮

支部執行委員

梅澤　泰介
支部執行委員

登林　隆太

支部執行委員

鈴木　閑

支部副執行委員長

大西　祐介

支部執行委員

折目　安芸

本部執行委員
支部執行委員

池上　芽

支部執行委員

田中　慧美

支部執行委員

鈴木　康之

支部執行委員

秋政　渉
支部執行委員

二瓶　椋介

支部執行委員

阿部　和加奈

支部執行委員

谷脇　直幸
支部執行委員

小松　裕也

支部執行委員

渡辺　泰介

本部書記次長
支部書記長

川原林　尚子

支部執行委員

村井　祥子

支部執行委員

北野　深雪
支部執行委員

風間　佳子

支部書記長

吉田　貴彦

本部執行委員
支部副執行委員長
中村　毅史

支部執行委員

吉田　厳介

支部執行委員

石川　裕貴

支部書記次長

太田　美那子

支部副執行委員長

松川　朋美

本部執行委員
支部執行委員

国岡　真哉

支部執行委員

鵜養　慶太
支部執行委員

澤田　麻実

支部執行委員

平林　美香

支部執行委員

池田　莉央

支部書記次長

木村　正男

支部役員

札幌丸井三越
支部

支部書記次長

佐藤　充彦

北海道統括
支部

三越伊勢丹
支部
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本部執行委員
支部執行委員長
石井　高広

本部執行委員
支部執行委員長
林　佳弘

本部執行委員
支部執行委員長

大木　芸子

支部執行委員

鈴木　賢
支部執行委員

若山　ひかる

支部執行委員

佐藤　基世

支部執行委員

川村　直己

支部執行委員

森田　一満

支部執行委員

宮坂　大樹

支部書記次長

工藤　翼

支部副執行委員長

松井　一兼

支部書記次長

平田　千尋

支部執行委員

加藤　慶子

支部執行委員

清野　千絵

支部執行委員

長谷川  雅史

支部執行委員

竹市　すず

支部執行委員

齋藤　つかさ

支部書記次長

中住　萌里

支部執行委員

櫻井　咲幸

支部書記長

真山　諒

本部執行委員
支部執行委員長
星田　竜介

支部副執行委員長

牛田　陽介

支部書記長

鈴木　恵

支部書記次長

小島　健太朗

支部執行委員

近藤　一貴

支部執行委員

鈴木　実来

支部執行委員

和田  友紀子

支部書記次長

小川　紗也加

支部執行委員

平岡　美和

支部書記長

大野　夏希

支部執行委員

近藤　光貴

支部執行委員

秋葉　みなみ

支部執行委員

髙橋　杏奈
支部執行委員

早坂　里奈

支部書記長

吉村　祥吾

支部執行委員

大又　大輔

支部執行委員

腰越　隼人

支部執行委員

河合　真柚子
支部執行委員

山城　一真
支部執行委員

加藤　樹美子

支部執行委員

渡邉　泰済

本部執行委員
支部執行委員長
沼　雄大

支部副執行委員長

米田　貴文
支部書記長

府川　正樹
支部執行委員

栃木　圭一
支部執行委員

本家　幹大
支部執行委員

河野　麻由

仙台三越
支部

静岡伊勢丹
支部

名古屋三越
支部

広島三越
支部

新潟
三越伊勢丹

支部
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本部執行委員
支部執行委員長
小原　健

本部副執行委員長
支部執行委員長
本田　英治

支部執行委員

岩下　愛磨

支部副執行委員長

三浦　洵

支部副執行委員長

大本　隆義

支部執行委員

小形　徳博

支部執行委員

瀧澤　明子

支部執行委員

鍋山　章太

支部書記次長

松山　尚平

支部書記長

松下　大将

支部執行委員

小島　今日子

支部執行委員

岡村　圭高
支部執行委員

秋田谷　葉子
支部執行委員

畑　圭
支部執行委員

白根　多可良
支部執行委員

小泉　佑斗
支部執行委員

伊藤　洋平

支部執行委員

安達　恭洋

支部副執行委員長

松尾　亮

本部執行委員
支部執行委員長
白井　慶祐

支部書記次長

小川　裕美

支部執行委員

福田　八千代

支部書記次長

冨田　勇気

支部副執行委員長

安川　香織

支部執行委員

葭原　美穂

支部執行委員

垂石　美樹

支部書記長

太田　みゆき

本部書記次長
支部副執行委員長
小山　満代

支部執行委員

佐々木　翔
支部執行委員

森山　菜々子

支部執行委員

米原　雄一郎

支部書記次長

片淵　祐美子

支部執行委員

山﨑　裕介

支部執行委員

宇梶　充則

岩田屋三越
支部

エムアイ
フードスタイル

支部

本部執行委員
支部執行委員長

廣瀬　亜沙子
支部執行委員

小笠原　朋希

支部執行委員

井餘田　美知

支部書記長

竹本　夏輝
支部執行委員

西尾　直祐
支部執行委員

東原　佳苗
支部書記次長

三木　雄介
支部書記次長

西村　祥太
支部執行委員

高木　陽子

支部執行委員

池内　佐由里
支部執行委員

岡本　みゆき
支部書記長

松江　直哉
支部執行委員

田中　美優

松山三越
支部

高松三越
支部
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本部執行委員
支部執行委員長

田中　剛

支部書記長

阿部　美紀

支部執行委員

堀　あゆ美
支部執行委員

前島　珠美

支部書記長

松坂　嘉昭

支部書記長

池田　翔太郎

本部執行委員
支部執行委員長
濱　周平

本部執行委員
支部執行委員長
山口　善崇

本部執行委員
支部執行委員長
田中　剛

支部執行委員

石田　亜実

支部執行委員

谷脇　信子

支部執行委員

菊池　純子

支部執行委員

名村　早耶香
支部執行委員

花本　彩

支部執行委員

藤本　賢太

本部執行委員
支部書記次長

五味渕　晴枝

支部書記長

赤土　一行

本部執行委員
支部執行委員長
田中　剛

本部執行委員
支部執行委員長

磯原　由紀夫
支部書記長

柘植　千奈津

三越伊勢丹
システム・ソリューションズ

支部

三越伊勢丹
ヒューマン・ソリューションズ

支部

三越伊勢丹
ニッコウトラベル

支部

関連グループ
支部
Ⅰ

関連グループ
支部
Ⅱ

本部執行委員
支部執行委員長

磯原　由紀夫
支部副執行委員長

益田　直哉
支部副執行委員長

今井　雅也  
支部執行委員

幸田　美穂

支部執行委員

大葉　佳祐
支部執行委員

東海林　沙織

支部書記長

島野　亜衣
支部執行委員

窪谷　慶之

支部執行委員

小野田　真代
支部執行委員

松田　周子
支部執行委員

曽根　のぞみ

支部執行委員

宮内　優
支部副執行委員長

竹内　理絵

本部書記次長
支部副執行委員長
小山　満代

支部書記長

井口　大揮
支部執行委員

鈴木　尚子
支部執行委員

安倍　智紀
支部執行委員

横塚　ひろみ
支部執行委員

武知　美保
本部執行委員
支部執行委員長
山口　善崇

エムアイカード
支部

三越伊勢丹
ビジネス・サポート

支部

三越伊勢丹
プロパティ・デザイン

支部 支部書記長

阿部　美紀
支部執行委員

中村　元
支部執行委員

布留川　諒
支部書記次長

池田　翔太郎
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髙木　美沙
在タイ日本国大使館
二等書記官

上田　智亮
UNI日本加盟組織
連絡協議会
事務局次長

桂　義樹
UAゼンセン
流通部門
執行委員

監査委員

本部政策スタッフ

上部団体派遣

倉田　美由紀
エムアイフードスタイル
支部

金　徳子
三越伊勢丹支部

小菅　元生
日本労働組合総連合会
総合政策推進局
労働法制局　局長

石崎　謙
北海道統括支部

齋藤　暢秀
三越伊勢丹支部

大橋　健二

大原　邦則
名古屋三越支部

田村　博美
三越伊勢丹支部

坂本　恭子
エムアイカード支部

植村　政弘
三越伊勢丹
ビジネス・サポート支部

藤岡　徹
広島三越支部
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青森

北海道

秋田

岩手

山形

福島

茨城

栃木
群馬

埼玉
東京

神奈川

長野

山梨

富山
石川

岐阜
福井

滋賀

三重奈良

和歌山

京都

大阪

兵庫
岡山広島

鳥取
島根

山口

徳島
香川

福岡佐賀
長崎 大分

熊本
宮崎

鹿児島

愛知

高知

宮城

千葉

新潟

静岡

愛媛

書記スタッフ

関根 洋子

書記スタッフ

小山 薫
書記スタッフ

藤巻 由美子

書記スタッフ

上甲 由香里

〒060-0061
北海道札幌市中央区南一条西2丁目
丸井今井札幌本店西館2F
TEL 外線011-205-2525
 内線817-22525
FAX 外線011-205-2524
 内線817-22524
●共済会受付時間
　月～日10：00 ～19：00

札幌丸井三越（札幌丸井今井）
〒060-8666 
北海道札幌市中央区南一条西3-8 
札幌三越内一銀ビル5Ｆ
TEL  外線011-222-8536
  内線817-33800
FAX 外線011-251-0538
●共済会受付時間
　月・水・金 11：00～ 17：00 

札幌丸井三越（札幌三越）

書記スタッフ

門野 サト子

〒040-8701
北海道函館市本町32-15
丸井今井函館店２Ｆ
TEL 外線0138-32-1033
FAX 外線0138-52-5808
●共済会受付時間
　月～日 10：00～ 17：00

函館丸井今井

書記スタッフ

粟野 由美子

〒980-8543 
宮城県仙台市青葉区
一番町4-8-15 
仙台三越定禅寺通り館6F
TEL  外線022-261-3185　
　 内線875-2673
FAX 外線022-224-2489
●共済会受付時間
　10：00 ～15：30

仙台三越 

〒103-8001
東京都中央区日本橋室町1-2-4　三越SDビル7F
TEL 内線882-6638
FAX 内線882-6647

※常駐していません

日本橋三越

〒104-0061 
東京都中央区銀座4-8-12　コチワビル6F

※常駐していません

銀座三越

本部（労働組合）

書記スタッフ

小栁 朋子

〒460-8669 
愛知県名古屋市中区栄3-5-1
名古屋三越栄店6F
TEL 外線052-252-1661
 内線820-1661
FAX 外線052-252-1660
 内線820-1660
●共済会受付時間
　不定休　10：00～ 17：00

名古屋三越（栄） 

〒464-8661 
愛知県名古屋市千種区星が丘元町14-14
名古屋三越星ヶ丘店8F
TEL 外線052-783-3369
 内線823-3369
FAX 外線052-783-3368

※常駐していません

名古屋三越（星ヶ丘）

書記スタッフ

見崎 真実

〒420-0031
静岡県静岡市葵区呉服町1-7
静岡伊勢丹別館2F
TEL 外線054-252-9825
 内線811-2660
FAX 外線054-252-9826
●共済会受付時間
　不定休　10：00～ 19：00

静岡伊勢丹

〒730-8545 
広島県広島市中区胡町5-1
広島三越８Ｆ
TEL 外線082-242-3259  
 内線834-541
FAX 外線082-243-6966
●共済会受付時間
　月、火、木、金 10：30～ 16：00

広島三越

〒790-8532 
愛媛県松山市一番町3-1-1　
松山三越B2F
TEL 外線089-934-8876
 内線841-2555
FAX 外線089-945-4922
●共済会受付時間　
　不定休　10：00～ 19：00 

松山三越

書記スタッフ

内山 敦子
書記スタッフ

内山 敦子

〒760-8639 
香川県高松市内町7-1
高松三越アネックス４Ｆ
TEL 外線087-825-0848
 内線840-2083
FAX 外線087-821-1405 
●共済会受付時間
　不定休  10：00～ 17：00

高松三越

書記スタッフ

白根 芳恵
書記スタッフ

染宮 美恵

書記スタッフ

鶴見 安訓

スタッフ

大本 幸恵

書記スタッフ

国米 和美

本部（共済会）

スタッフ

清水 伸子
スタッフ

鳥越 照子
事務局次長

木暮 洋司

スタッフ

飯倉 利恵

スタッフ

大池 美子

スタッフ

佐藤 亮子
スタッフ

青木 正子

本部執行委員
事務局長

田中 昭宏

書記スタッフ

塩田 朝子

書記スタッフ

立川 悠

〒160-0022 
東京都新宿区新宿5-17-18　Ｈ＆Ｉビル１Ｆ
TEL 外線03-5273-5165　
 内線801-23-911
FAX 外線03-5273-5177　
 内線801-23-920
●組合受付時間　月～土 10：00～ 18：00

書記スタッフ

原 忍

書記スタッフ

斉藤 千絵

〒160-0022 
東京都新宿区新宿5-17-18 　
Ｈ＆Ｉビル１Ｆ
TEL 外線03-5273-5139　
 内線801-23-914
FAX 外線03-5291-7395　
 内線 801-23-919
●共済会受付時間　　
　月～土 10：00～ 18：00

〒810-0021 
福岡県福岡市中央区今泉1-6-1　
岩田屋三越今泉ビル１Ｆ
TEL 外線092-712-6870　内線815-3197
FAX 外線092-721-6060　内線 815-3199
●共済会受付時間　不定休　10：00～ 16：00

岩田屋三越

書記スタッフ

松尾　志保
書記スタッフ

松浦　薫

書記スタッフ

丸山 由紀子

〒950-8589 
新潟県新潟市中央区
八千代1-6-1　新潟伊勢丹7Ｆ
TEL 外線025-243-7566  
 内線807-2251
FAX 外線025-243-7585  
 内線807-2282
●共済会受付時間
　月、火、水、金、土 
　10：00～ 18：00

新潟三越伊勢丹（新潟伊勢丹） 

書記スタッフ

滝下 まい子

書記スタッフ

佐々木 まどか

スタッフ紹介
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